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 東北大学 流体科学研究所は、日本保全学会 東北・北海道支部との共催により、エネルギー

問題を多面的な視座から見つめ直し、あらためて日本のエネルギー政策を考えていただくこと

を目的に、公開講座を開催いたします。 

 本講座では、常葉大学教授の山本隆三氏をお招きし、昨今の経済情勢を踏まえた日本のエネ

ルギー政策のあり方についてご講演いただくとともに、東北大学教授の橋爪秀利氏より、福島

第一原子力発電所の事故を受けて昨年７月に施行された「新規制基準」についてご講演いただ

きます。 

 ご多用中とは存じますが、是非ご周知頂けます様、何卒よろしくお願い申し上げます。また、

当日取材いただける場合は、下記お問い合わせ先までご連絡下さいますようお願いいたします。 

 

日 時：平成２６年１２月１３日（土）１３：００～１６：１０（開場１２：３０） 

場 所：東北大学 片平キャンパス「片平さくらホール」 

    宮城県仙台市青葉区片平２− １− １（地図は次ページ） 

定 員：１２０名（参加無料） 

申込み：申込み用紙を下記ホームページよりダウンロードしてお送りください。   

    http://www.ifs.tohoku.ac.jp/asel/jsm_141213.html 

    ※１２月９日（火）まで期間を延長して参加申込みを受け付けいたします。 

内 容： 

1.【第一部 エネルギー・経済政策を考える】 

 13：05 - 14：35  講演「エネルギー政策で幸せを創ることは可能か」 

常葉大学 経営学部教授 山本 隆三 氏 

 14：45 - 15：15  質疑応答「原子力発電に関する様々な意見」 

東北大学 大学院工学研究科教授 高橋 信 氏(コーディネータ) 

2.【第二部 新規制基準を考える】 

 15：25 - 16：00   講演「新規制基準があれば福島事故の影響は低減されたのか」 

東北大学 大学院工学研究科教授 橋爪 秀利 氏 

     

        ■お問い合わせ先 

        

 

公開講座『今、エネルギーを考える』の開催について 

東北大学 流体科学研究所 

未到エネルギー研究センター  

システムエネルギー保全研究分野 

教授 高木 敏行 / 志村（担当）

電話/Fax 022-217-5248 

Email: takagi@ifs.tohoku.ac.jp 

HP: http://www.ifs.tohoku.ac.jp/asel 



 

【会場アクセス】 

東北大学 片平キャンパス 

〒980-8577 宮城県仙台市青葉区片平 2-1-1  

JR 仙台駅より徒歩 20 分 

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/jpn/map.html 

※会場には駐車場がございません。ご来場には公共交通機関をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片平さくらホール案内図 

東北大学 片平キャンパス 

北門より徒歩１分 


